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Abstract 
This article focuses on international students’ interaction in the working place as part-time 
workers and clarifies their language management through the process of participating in society. 
The outcome of the research shows that they employ the following language management: 1) 
using the mother tongue to supplement language ability of Japanese; 2) using the mother 
tongue to participate in the situation in a more relaxed mood; 3) finding persons to 
communicate personally and build intimate relationships; 4) increasing opportunities to interact 
in Japanese and avoiding using the mother tongue when their acquisition becomes higher level. 
1．はじめに	 
日本の大学の学部で学ぶ留学生(以後「学部留学生」)のほとんどは，来日し予備教育機関で 1
～2 年の日本語学習を経てから，大学に進学している．彼らのうち私費で留学生活をまかなう
学生は，来日後半年ほどでアルバイトを始め，大学卒業までのおよそ 5~6 年は何らかの非正規
雇用の仕事に従事しているものと思われる．日本学生支援機構(2012)によると，現在，私費留
学生の約 7 割(74.2%)がアルバイトに従事しており，1 週間の時間数は「週 20 時間以上 25 時間
未満」が約 3 割(29.9%)を占めるという．本研究では，学部留学生が学業を本務とする一方で，
日本に生活の基盤を置き，経済活動に従事するという「生活者」としての 1 面も持つことに注
目したい．
	 彼らは日本で日本語を学び始めると同時に，アルバイトの職場で日本の社会に参加していく
ことになる．そこでは日本人や外国人の上司，同僚，顧客と，日本語や母語，英語などを使い，
さまざまなインターアクションが行われているものと推測できる．このような種々の接触場面
におけるインターアクションを通じて，留学生たちは言語のみならず，社会言語，社会文化的
な能力を高め，職場での人間関係を築き，「生活者」として社会参画を果たしているのではな
いだろうか．その過程において，彼らがどのような言語行動を取り，どのような意識で言語を
使用したのかを，内省インタビューのデータから読み取り，そこに見られる言語管理を通時的
な観点から明らかにする．
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2．先行研究	 
2.1	 分析方法に関する研究	 
村岡(2010)によると，接触場面における言語管理を分析する場合，録音・録画されたデータ
に内在する言語管理プロセスをフォローアップ・インタビューによって検証する方法などが行
われるが，近年，その手法の範囲外とされる「個人の言語態度や言語意識」についても分析の
対象となってきており，それらを「接触場面に向かう言語管理」と呼ぶ．本研究においても，
学部留学生がアルバイト場面でインターアクションを行う際の言語態度や言語意識などの「接
触場面に向かう言語管理」を対象とする．
	 また，通時的な観点から対象者の言語習得や言語使用について説明した研究として，言語バ
イオグラフィー(Nekvapil 2003)があり，1)事実レベル，2)主観レベル，3)テキストレベルの 3 レ
ベルからデータを分類し，分析を行っている．本研究では上記 3 レベルのデータを抽出したの
ち，事実レベルと主観レベルのデータを取り上げ，通時的に留学生の言語習得や言語使用に対
する態度や意識が変容していく過程を明らかにする．
2.2	 生活者としての外国人	 
日本語教育学会(2008)では，文化庁の「『生活者としての外国人』に対する日本語教育事業」
の一環として行われた「外国人に対する実践的な日本語教育の研究開発」について報告してお
り，地域日本語教育システムづくり検討，生活実態調査，日本語ボランティア養成･研修，日
本語教育教材開発など 4 つのプロジェクトによる調査研究が紹介されている．その中で「生活
者としての外国人」とは「日本社会において，使用言語に関わらず，日本人との接触が頻繁に
あり，さらに自ら接触場面への参加を意識する外国人，または，そう期待される外国人」であ
ると定義されている．本研究の対象者である学部留学生も，学内やアルバイト先，プライベー
トの生活圏内で日本人との接触が頻繁にあり，接触場面への参加を意識また期待される「生活
者」と言えるだろう．彼らが生活者として日本社会に参画していく過程を，特にアルバイトの
場面に焦点を当てて明らかにする．
2.3	 言語バイオグラフィーの研究	 
今(2012)は日本在住の韓国人女性を対象に，幼少時から現在までのライフストーリーを聞き
取るインタビューを実施し，そこに見られる言語習得や言語使用から言語バイオグラフィーを
記述している．その中で「日本語学習者」であった対象者が，成功体験により「生活者として
の日本語使用者」へとシフトし，現在では「多言語使用者」となっていることが指摘されてい
る．本研究の対象者にも，来日から社会参画への過程において，このような変容が見られるの
か，または異なる変容が見られるのか，分析していく．
3．研究目的	 
	 そこで本研究では，学部留学生がアルバイト場面において種々の接触場面でインターアクシ
ョンを行う際に，どのような言語行動や言語意識が見られるかを分析した上で，彼らが言語・
社会言語・社会文化能力を高め，生活者として社会に参画していく過程を通時的に明らかにす
ることを目的とする．
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4．調査方法	 
	 インタビューは学部留学生を対象とし，来日直後から現在までのアルバイトを通じて，同僚
や顧客とどのようなインターアクションを行ったかを中心に，半構造化インタビューの形式で
行った．まず，インタビューの前に，以下の項目に関するアンケートに答えてもらった．
1)どんなアルバイトをしたか(業種，職種)
2)職場でどんな人とインターアクションをするか(アルバイト仲間，社員，顧客)
3)いつ話すか(仕事中，休憩時，仕事の前や後で)
4)どんな話をするか(仕事，大学や勉強，自国，時事，趣味，悩みなど)
そして，アンケートの記述をもとに，それぞれの職場でのインターアクションについて上記項
目ごとの質問に加え，
1)コミュニケーションの問題があったかどうか
2)言語や社会言語，社会文化能力が向上したという意識があったかどうか
についても質問した．調査対象者の背景は以下の通りである．
表 1：調査対象者の背景
対象者 出身 母語 性別 年齢 滞日期間 来日時レベル
MY ミャンマー ミャンマー語 男 20 代 3 年 既習歴なし
CH 中国 北京語 女 20 代 3 年 既習歴なし
5．調査結果	 
5.1	 分析方法	 
得られた音声データは文字化し，事実・主観・テキストの 3 レベルを抽出した．本研究では
事実と主観のデータのみ扱う．分類の基準は今(2012)を参考に以下の項目を採用した． 
1)事実レベル
①当時の社会状況・時代背景について
②対象者個人の状況・背景について
③他者から働きかけられたこと
④対象者自身の行動，起こった出来事
2)主観レベル
①自分の行動に対する理由づけ・根拠
②自分の行動に対する態度・意見
③自分の行動や出来事をきっかけに考えたこと
④自分の行動や出来事をきっかけに変化したこと
⑤現在からみた態度・意見
⑥現在抱えている言語問題
⑦習慣化されている言語管理
⑧習慣化されている言語管理に対する理由づけ・根拠
⑨自分が持っている普遍的な考え方
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事実レベルのデータをアルバイトの場面ごとに時系列に並べ，それに対応する主観レベルの
データを並行して記述した(巻末の表 2，3 を参照)． 
 
5.2	 アルバイト場面に見られた言語態度や言語意識	 
5.2.1	 言語的，社会言語的，社会文化的な習得と日本人とのインターアクショ
ン	 
	 主観レベルのデータの中で，自身の言語能力，社会言語能力，社会文化能力の向上について
述べている部分に注目すると，それに対応する事実データには日本人とのインターアクション
が見られることがわかる． 
	 MY はお弁当工場で半年経過した頃，日本人の友人ができたことで「日本人がどういうもの
か，初めてわかった気がした」と述べている．この友人と日本語と英語で話すことによって，
言語，社会言語および社会文化的な習得を初めて経験したと言えるのではないだろうか．次の
勤務先である居酒屋では，始めた当初は同僚と「話しても壁があるみたいな感じがした」とい
う意見を述べているが，半年経過した頃に，日本人の調理長と仕事に関する会話を交わすよう
になり，「この頃日本語が成長した感じがする」という肯定的な意見が見られる．このインタ
ーアクションでは英語での意思疎通という調整行動は用いずに，日本語だけで会話を成立でき
たという自信が感じられる．現在の勤務先である運送会社では否定的な意見は見られず，大学
生の同僚数人と親密な関係を築いており，「日本の若者の世界に入り込んだ気がする」と述べ
ていることからわかるように，外国人としてではなく，大学生同士のつきあいに発展している
ことがわかる．このように MY は職場で個人的なつきあいができる日本人を見つけ，親密な関
係を築くことで言語・社会言語・社会文化的能力を高め，ネットワークを広げているのではな
いだろうか． 
	 一方，CH は軽食販売の店で店長と中国語と日本語で話すことによって，「言葉より日本のル
ールやマナーなどが勉強できた」と述べており，言語的な面での習得は感じられなかったが，
社会文化能力に関しては向上したという意識が見られる．続いて中華料理店では深夜 1 人で接
客するという環境から，顧客との会話を経験し，「このバイトで日本語を勉強した感じがする」
と言語能力や社会言語能力の向上を感じたことを語っている．MY 同様，ここで初めて職場で
の日本語だけのインターアクションを経験し，それが自信につながったのではないだろうか．
その後，寿司屋を経て，現在はコンビニとディスカウントショップで働いており，能力の向上
についての言及はないが，店長やアルバイト仲間，顧客との接触が頻繁にあることが報告され
ている．CH は「日本人のことがよくわかったと思えるような経験はまだない」と述べており，
MY のように日本人と個人的に親密な関係を築いたことはないようだが，職場の人間と万遍な
くつきあい，良好な関係を形成していることが推測される． 
 
5.2.2	 接触場面のタイプと使用する言語	 
	 ファン(2003)では使用される言語により接触場面を以下の 3 つのタイプに分類している． 
1)第三者接触場面：「会話参加者の間に共通言語もなく，相手方の母語を使用する能力もな
いために，第三者言語の助け借りてインターアクションを図る」場面 
2)相手言語接触場面：「参加者のどちらかの母語を使用できる」場面 
3)共通言語接触場面：「外国人性が意識されながらお互いに意志疎通の母語のコミュニケー
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ションできる」場面 
	 本項ではこれらの接触場面のどのタイプで，どのような言語を使用しているかに焦点を当て，
どのような言語管理が行われているかを見ていく．MY，CH どちらも職場においては日本語に
よる相手言語接触場面でインターアクションをするケースが多いのだが，母語(中国語)や第三
者言語(英語，日本語)を使用する場面も見られた． 
	 MY はお弁当工場で第三者言語(英語)と日本語によるインターアクションを行っており，英
語を使うことにより，日本語に関する疑問の解消や，個人的な生活に関する情報交換などの言
語行動を行ったと思われる．このインターアクションについて MY は「言葉の交換ができてよ
かった」と述べており，その有効性について意識していたことがわかる．同じく CH は軽食販
売の店で母語(中国語)と日本語によるインターアクションを行っている．これらのインターア
クションは日本語習得の初期の段階で行われたもので，限られた日本語能力を補うために他の
言語リソースを使って場面に参加すること(ファン 2011，pp.47)は，習得に関してもネットワー
ク形成に関しても有効だったのではないかと思われる． 
これらのインターアクションは，日本人側が英語や中国語の習得を意識して行われたもので
あり，一種の Language Exchange(交換レッスン)とも言える． 
	 また，CH は中華料理店では調理担当の中国人の同僚と母語によるインターアクションを行
っており，これは内的場面である．さらに，寿司屋ではアルバイト仲間のミャンマー人やベト
ナム人と日本語でインターアクションを行っているが，これは日本語による第三者言語接触場
面である．ファン(2011)によれば，言語能力の差が著しい相手言語接触場面と違い，第三者言
語接触場面では言語規範が強調されず，言語管理が緩くなり，参加者がある程度緊張から解放
される傾向があるという．CH は母語や第三者言語が使える職場を選ぶことによって，日本語
だけで会話に参加するという緊張した環境ではなく，より緩やかな環境で，自分のペースで場
面に参加できるように管理しているのではないだろうか．実際に，CH は寿司屋で一緒に働く
外国人のアルバイト仲間について，「外国人は簡単な言葉で話すので，理解しやすい」「外国人
は親切で，自分の経験を話してくれたり，アドバイスをくれたりした」と述べ，第三者言語に
よる場面参加が好ましいものであると報告している． 
	 このように日本語習得の初期の時期には，母語や第三者言語の使用が有効な言語管理として
働いているが，周囲の人とのコミュニケーションが成立してきた時期には，相手言語を使用す
る傾向が見られる．MY も CH も現在の職場は相手言語接触場面ばかりであり，アルバイト場
面ではないが大学内では同国人とのつきあいがあまりないと語っている．一旦日本語でのコミ
ュニケーションに自信をつけたあとは，できるだけ相手言語で接触する機会を増やし，さらに
習得を進めようとしているのではないだろうか． 
 
5.2.3	 日本語による相手言語接触場面での言語ホストの対応	 
	 対象者が職場でもっとも多く遭遇するのが，日本語による相手言語接触場面である．そこで
言語ホストとなる日本人の対応がどのようなものであるかを MY の語りから探ってみたい． 
	 MY は言語能力が不十分だった頃，お弁当工場で上司の指示がわからず怒られたことがあっ
た．また，居酒屋では最初の頃，周囲のアルバイトや社員に話しかけても壁があるように感じ
られた．しかしながら，その後言語能力が向上するにつれ，調理長は彼に話しかけるようにな
り，運送会社では同僚の大学生たちは彼をアルバイト仲間として受け入れている． 
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このような職場の日本人たちの対応は，対象者の言語能力と無関係ではないだろう．彼の職
場では言語ホストは会話が成立しないと判断するとその時点でインターアクションの意思を
なくしてしまい，簡易な言葉に言い換える，聞き返す，ゆっくり話す，などの調整行動によっ
て会話を続けようとはしない．ただし，会話が成立するとわかると，職場の仲間として認め，
積極的にインターアクションを取ろうとするのではないだろうか．このことは MY の「日本人
のアルバイトたちはネパール人のアルバイトとは，会話が続かないので，あまり話さない」と
いうコメントを見ても推測できる．
	 このような状況で，初級レベルの留学生がアルバイト先で周囲の人に馴染み，業務を遂行し
ていくには，母語や第三者言語の助けが必要であることは想像に難くない．
6．考察	 
	 以上，事実データと主観データを時系列で並べ，言語習得の意識とインターアクションの関
係，接触場面のタイプと使用言語に焦点を当てて，アルバイト場面における言語態度や言語意
識を見てきた．ここでは，MY，CH がアルバイトを開始してから今まで，どのような言語管理
を行い，どのように言語，社会言語，社会文化的能力を高め，ネットワークを形成し，社会に
参画してきたかを通時的に見ていきたい．
MY と CH がアルバイトを始めたのは日本語学校に通い始めて半年以内で，初級レベルの日
本語を学んでいる時期だった．最初の職場では母語や第三者言語を媒介としたインターアクシ
ョンを行うことによって，特定の人と意思の疎通を図り，業務を遂行しており，この頃は日本
語や日本文化についての理解を深めていった時期と言えるだろう．
	 言語能力が向上していくにつれて，次の職場では媒介語なしの日本語によるインターアクシ
ョンの経験を積んでいる．MY は調理長との会話，CH は顧客との会話を通して言語能力に自
信をつけている．この時期に CH は母語や第三者言語(日本語)が使える接触場面も経験してお
り，リラックスして場面に参加できるような環境を利用しつつ，日本語使用の経験も深めてい
ったのではないだろうか．
現在では MY はアルバイト仲間の日本人大学生と仲良くなり，勤務時だけでなくプライベー
トでもつきあうような親密な関係を築いている．CH は職場でいろいろな日本人と接触し，良
好な関係を築いている．母語を使用する同国人とのつきあいはせず，極力日本語によるインタ
ーアクションに努めているのがわかる．
来日直後は「日本語学習者」として職場に足を踏み入れた彼らが，接触場面での経験を積み
重ね，「生活者」としての言語生活を送るようになったことが伺える．
上記の過程の中で，彼らが行っていた接触場面に向かう言語管理をまとめてみる．
① 母語や第三者言語を用いて，限られた言語能力を補う．
② 母語や第三者言語を用いて，よりリラックスした環境で場面に参加する．
③ 個人的に親しく話せる人を見つけ，親密な関係を築く．
④ 日本語の習得が進んだ時期には，母語使用を避け，日本語によるインターアクションの機
会を増やす．
7．おわりに	 
本研究では，まず，学部留学生がアルバイト場面において種々の接触場面でインターアクシ
50
????における????の??と??
ョンを行う際に，どのような言語行動や言語意識が見られるかを内省データから分析した．そ
の結果，初期の段階では母語や第三者言語を用いて限られた言語能力を補ったり，よりリラッ
クスした環境で場面に参加したりしながら，個人的に親しく話せる人と親密な関係を築いてい
ること，習得が進むと母語使用を避け日本語でインターアクションする機会を増やすこと，な
どの言語管理が見られた．
	 次に，学部留学生が言語・社会言語・社会文化能力を高め，生活者として社会に参画してい
く過程を通時的に考察した．その結果，「日本語学習者」として日本社会に参加し始めた彼ら
が，上記のような言語管理をしつつ，接触場面での経験を積み重ねることで，「生活者」とし
て日本社会で言語生活を送るようになってきていることがわかった．
	 今回の調査対象者は既習歴なしのレベルで来日し，現在は中級から上級のレベルに達してい
る留学生であったが，今後は母国で日本語を学習して来日した留学生を対象に比較分析する必
要があるだろう．来日レベルにより言語管理にどのような違いが出てくるかを明らかにし，ま
た，通時的に初級から上級までの社会参画のあり方について概観したいと考えている．
表 2：MY のインタビューデータ  
職場／
教育機関
事実レベル 主観レベル 接触場面
弁当工場
(来日 2 か
月後～) 
社員の指示がわからなくて困っ
た④
最初の頃はつらかった⑤
相手言語
わからない時は怒られたが，何と
か乗り越えた④
仕事は想像すればできることば
かりなので，難しくはなかった①
工場では最初は日本語を直して
くれる人がいなかった④
自分の母語を話す人がいないの
で，自分でやるしかなかった①
半年経った頃，仲がいい日本人の
友達ができた③
同国人がいないので休憩時間に
グループに入れず 1 人だったか
ら，声をかけてくれた①
第 3 者言語 
英語と日本語を交換で勉強した
③
言葉の交換ができてよかった②
日本語を直してくれた③
日本人がどういうものか，初めて
わかった気がした⑤
趣味や将来の話をした③
日本語学校の宿題を直してもら
った③
居酒屋
(来日 1 年
後～) 
居酒屋は勤務時間が短く，休憩も
なかった④
相手言語
居酒屋は忙しいので，指示など仕
事のことしか話さなかった④
話しても壁があるみたいな感じ
がした⑤
半年経って，調理長に料理のこと
などを教えてもらうようになっ
この頃日本語が成長した感じが
する⑤
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た③
運送会社
(来日 2 年
後～) 
日本人の大学生のアルバイト仲
間と仕事の合間に雑談をする③
日本の若者の世界に入り込んだ
気がする②
相手言語
英語の文章を持ってきて，内容を
要約して日本語で説明してほし
いと頼まれた③
大学生のアルバイトが趣味の話
をしていると全然わからない⑥
プライベートでも飲み会に行っ
たり，LINE で連絡を取ったりし
ている③
日本人のアルバイトたちはネパ
ール人のアルバイトとは，会話が
続かないので，あまり話さない⑧
日本語学
校
日本語が片言の頃は，学校ではあ
まり話さなかった④
1 年経った頃，普通に日常会話は
問題なく話せた⑤
相手言語
自信がついて，間違えても恥ずか
しくないという気持ちで，どんど
ん話した①
大学
入学当初より耳慣れてきた②
相手言語若者言葉や略語を説明してくれ
る友達がいる③
ミャンマーの学生とはあまりつ
きあいがない⑦
内的場面
表 3：CH のインタビューデータ  
職場／
教育機関
事実レベル 主観レベル 接触場面
軽食販売
日本人の店長は上海で 2 年ぐら
い働いていたので，中国語でよく
話した③
(状況が)ちょっと楽だった⑤ 
相手言語
(母語／ 
日本語) 
日本語のわからないところを日
本語と中国語で説明してくれた
③
言葉より日本のルールやマナー
などが勉強できた②
中華料理
店
深夜のお客さんはよく声をかけ
てくる③
このバイトで日本語を勉強した
感じがする⑤
相手言語	 
接客は一人だったので，お客さん
といろいろ話した③
(CH1 が)中国人だとわかると，お
客さんは以前中国にいた経験や，
中国料理などの話をする③
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調理の人は日本語が全然話せな
い(中国人)② 
内的場面
寿司屋
寿司屋で働いているのは，日本人
は 2 人だけで，それ以外はミャン
マーやベトナムなどの外国人だ
った②
外国人は(日本人より)親切で，自
分の経験を話してくれたり，アド
バイスをくれたりした⑧
第三者言
語外国人のアルバイト仲間と，ビザ
の更新，余暇の過ごし方，アルバ
イトの探し方などについて話し
た③
コンビニ
仕事の合間に店長やアルバイト
仲間とときどき話をしている③
店長の話は理解しやすい⑧
相手言語
フリーターの人が多く，プライベ
ートのことも話してくれる③
わからない時は単語の意味から
推測する⑦
お客さんは常連が多く，文句を言
われることもある③
ディスカ
ウントシ
ョップ
お客さんに商品のことで話しか
けられる③
職場の雰囲気がいい⑨
相手言語リーダーの人の性格が明るくて，
みんな緊張しないで働いている
⑨
日本語学
校
最初はあまり話せなかったが，い
つの間にか話せるようになって
いた⑤
相手言語
大学
クラスメイトの日本人の女の子
が，グループで話していると何を
話しているのか全然わからない
⑥
相手言語
クラスメイトの中に，課題につい
て説明してくれる人がいる③
親切で頼れる感じの人⑧
学内の中国人とはあまり話さな
い⑦
特定の場
面なし
外国人は簡単な言葉で話すので，
理解しやすい⑧
アルバイトを通して，日本のこと
がよく理解できた⑤
日本人のことがよくわかったと
思えるような経験は，まだない⑤
＊表の中の数字は分類の基準を表わす．
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